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ます。看護職が今後海外で活躍する際必須スキルとな

る外国語を研修科目に取り入れ、多方面への出張研修

も開始しました。

　一方で、地域にも目を向け地域包括ケア委員会もス

タートさせています。都内23区および多摩11地区、

島しょに1名ずつの計35名をメンバーとし、それぞれ

の地域の実情に即した取り組みを進めるための活動を

始めました。また東京都からの委託事業として、看護

職（病院・訪問・診療所）に加え社会福祉士や介護支

援専門員など地域の介護関係者も対象とした入院時連

携強化研修も実施しています。地域包括ケアシステム

における切れ目のない医療・看護・介護の連携は、本

会でも中心的な取り組みのひとつとしています。

　これからの看護職は、地域での多職種連携における

リーダーとしての役割、そして日本の優れた看護力を

世界に発信する役割と、幅広い活躍が求められます。

看護職の皆さんが自信をもって自分の力を発揮できる

よう、さまざまな職能団体や企業とコラボレーション

しながら、日本一の看護協会を目指していきます。ど

うぞご期待ください。

身体疾患の治療のため

に入院してきた認知症の

人へのケアに悩んだこと

はありませんか。現在、

一般病棟のナースにも、

認知症の人に対する適切

なケアに加え、地域で健

康的な生活が送れるよう

な退院支援が求められて

います。本書では、認知

症の人への退院支援についてQ&Aでわかりやすく解説。

臨床で戸惑いがちなことに答えてくれる実践書です。

ナースが地域の自慢のおみやげをご紹介！

自慢の

おみやげ
Collection 岩手医科大学附属病院

副看護部長
出口育美　さん

今回の推薦者

盛岡市民のソウルフード「福田パン」。ソフトフランスという大き

めのコッペパンにあんやクリーム、惣菜がはさまれています。

オススメはあんバター。盛岡駅構内でも買えますが売り切れ注意。

1個　139円～（税込）

福田パン 長田町本店　019-622-5896

vol.9
岩手県 福田パンのコッペパンサンド

看護の学びに
役立つ情報を紹介します

みがき

Let’s

みがき vol.9

深堀浩樹・酒井郁子・戸村ひかり・山川みやえ 編
日本看護協会出版会
2600円（税別）

認知症plus退院支援
一般病棟ナースのためのQ&A

看護職の明日を支える新会館を拠点に
時代の変化を見据え戦略的な取り組みを展開

公益社団法人　東京都看護協会
会員数／ 49133名
　　　　（2019年3月31日現在）
住所／東京都新宿区西新宿4-2-19

明るく開放的な図書室。リラック
スしながら読書できるシートや資
料を検索できるパソコンも設置（写
真上）。各階のテラスからは新宿の
街並みが見渡せる。東京都庁の近
さがわかる（写真左）
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看護の中で出合いがちな
接遇にかかわる困りごとに答えます

株式会社 C-plan 代表取締役
小佐野美智子さん解答

訴えの多い患者さんを優先しがちで、
物わかりがよい患者さんとあまりか
かわりがもてません。効果的なかか
わり方はありますか。

患者さんにはさまざまな行動特性が
あります。その人の思考や行動傾向
を把握して、効果的なかかわり方を
考えていきましょう。

Q. A.

&Q A
お助け！
接遇
どう
したらいい？

vol.8

患者さんにはさまざまな行動特性の人がいます。自分よ

りも相手や周りを優先し、自分のことは後回しで我慢しが

ちな人は、たとえ声をかけられても自分の意図と反対の言

動をしてしまう傾向にあります。「大丈夫ですか？」と問

いかけてしまうと「大丈夫です」と笑顔で返されることが

多いので、その人の病状・状況をこれまでの経験則から推

察し、抱えそうな問題を予測して「聴く」ことが大切です。

「何かお変わりありませんか？」ではなく、「昨晩から今朝

にかけての痛みの強さはいかがですか？」など具体的な状

況について質問を投げかけたり、率直に相手が状況を答え

やすい状態をつくるなどの配慮が必要です。

また、そのような患者さんに何か説明する場合は、相手

をよく観察し、伝えたときのリアクションに応じて、①理

解度、②納得度、③満足度を把握するよう心がけましょう。

特に表情や目線は重要です。さらに、患者さんが胸の内を

言い出しやすい環境を作ることも必要です。

悩みや不明点などを声に出せない患者さんの思いを引き

出すことは、その人が安心して治療を受けることにつなが

り、クレーム予防にも結び付きます。行動特性を意識し、

患者さんの本音をより一層理解するようにしましょう。
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